
公益社団法人愛知県医師会 第 23回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：令和 6年 10月 31日(木) 午後 2時 00分～午後 3時 00分 

開催場所：愛知県医師会仮事務所 2階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／大 石 明 宣  大 輪 芳 裕  西 脇  毅 

理 事／加 藤 雅 通  田那村 收  浦 田 士 郎  渡 辺 嘉 郎  舩 橋 克 明 

   岡 本  晃  春 原 晶 代  山 室  理  加 藤  豊  髙 橋 昌 久 

  小 林 邦 生  髙 田 統 夫 

監 事／樫 尾 富 二  纐 纈 雅 明  山 本 和 彦 

代議員会議長／山 根 則 夫 

代議員会副議長／野 田 正 治  浅 井 清 和 

 

欠 席 者    理 事／松 浦 誠 司  河 村 英 徳  道 勇  学 

 

議事録作成者  佐 伯 知 美 

 

議長は、定款第 39条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 22名(うち理事 16名)で、理事現在数 19名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

議事進行に先立ち、柵木会長より挨拶。 

 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について             

(１)後援並びに共催について 

①国立研究開発法人国立長寿医療研究センター(理事長 荒井秀典)主催の第 12回認

知症医療介護推進フォーラム〔R7.1/26(日)〕の後援について 

②独立行政法人労働者健康安全機構愛知産業保健総合支援センター(所長 樫尾富二)

主催の日医認定産業医研修会の共催について 

③一般社団法人愛知医科大学医師会(会長 道勇 学)主催の日医認定産業医研修会

〔R7.2/22(土)〕の共催について 

加藤(雅)理事より説明され、上記 1-(1)-①～③について一括承認を求め、①につい

て後援を見送ることとして不承認され、②～③について承認された。 

 

 



(２)学校医(耳鼻咽喉科医)の人選について 

加藤(雅)理事より説明され、丸尾 猛先生の離職に伴い、小関晶嗣先生を推薦する

ことが承認された。 

 

(３)年末年始の日程について 

加藤(雅)理事より説明され、県下医師会長等協議会は 12月を休会とし、新年 1月は

16日(木)に開催すること、定例理事会は年内は 12月 26日(木)開催までとし、年始

は 1月 9日(木)15:30開催し、終了後に新年会を開催すること、事務局は 12月 27

日(金)仕事納め、新年は 1月 6日(月)より通常業務とすることが承認された。 

 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について       *は共催・協賛等 

柵木会長より、以下の No.1～2の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催につ

いて承認を求め、承認された。 

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 
12/3(火) 

R7.1/15(水) 

在宅医療・介護連携推進事業ネットワ

ーク会議(WEB会議) 

栄ガスビルキングル

ーム 

髙田理事 

松浦理事 

2 12/9(月) 愛知県医師会地域医療政策研究委員会 405会議室 
浦田理事 

春原理事 

   

３．委員会委員の委嘱について 

(１)警察部会幹事会役員の変更について       

舩橋理事より説明され、オブザーバーである愛知県警察本部交通部運転免許課の

稲垣浩一氏から、黒木芳朗氏への変更が承認された。 

 

４．令和 6年 9月能登半島豪雨への医療支援について  

加藤(雅)理事より、支援金については各地区医師会からの集計が 15,827,000 円とな

ったことが説明され、本会からは 1,000,000円を支援し、合計 16,827,000円を日本

医師会に振り込むことが承認された。 

 

５．令和 6 年度「知っておきたい制度の話 難病患者・家族のつどい」の講師派遣につ

いて                        

髙橋理事より説明され、標記つどいの講師として、本会職員 1名の派遣が承認され

た。 

 

―協議事項― 

６．その他 



─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．全国医師会勤務医部会連絡協議会〔10/26(土)〕について 

(日本医師会(担当：福岡県医師会)主催：ホテル日航福岡)   

浦田理事より、「勤務医の声を医師会へ、そして国へ〜医師会の組織力が医療を守

る」をメインテーマとして福岡県医師会の担当により、全国から 438名が参加し

て開催されたと報告された。医師の働き方改革や第 8次医療計画が実行され勤務

医を取り巻く環境は劇的に変化しつつあり、全医師の 4分の 3以上を占める勤務

医の総力をいかにして結集できるのかという活発な討議を通じ、国民に向けた「ふ

くおか宣言」が採択されたと報告された。 

 

２．産業保健活動推進全国会議(WEB 会議)〔10/24(木)〕について 

(日本医師会主催：402 会議室)          

舩橋理事より、中央情勢報告では新設された中規模事業場活動支援モデル事業の

紹介がなされ、石川県の産業医ネットワーク事業の取り組み、産業保健振興財団

による実地研修の取り組みなど、目新しい報告があったと報告された。 

 

【本会関係会議について】 

３．「現代医学」誌 71巻 2号座談会〔10/23(水)〕について 

(ウインクあいち)                  

浦田理事より、「災害医療」をテーマとして、河村英徳座長始め 5名の参加者により

協議・意見交換を行ったこと、座談会の内容については、「現代医学」誌 71巻 2号(令

和 6年 12月号)に特集記事として掲載予定としたことが報告された。 

 

４．愛知県医師会地域医療政策研究委員会〔10/23(水)〕について 

(405会議室)                 

   春原理事より、患者調査から推計した入院患者数と高齢者人口推計との関係と都

道府県比較について小林委員より説明がなされ、引き続き受療率の変化、愛知県

患者一日実態調査等をもとに分析することとしたと報告された。また、奈良県の

国保データベースを活用した分析例が佐藤委員より紹介され、KDB を活用した分

析については国の審議状況をみながら行うこととしたと報告された。 

 

５．医療安全支援センター(苦情相談センター)委員会〔10/22(火)〕について  

(東別院会館)              

髙橋理事より、事例報告・検討 (令和 6年 9月分(新規事例 79件(№24-508～24-586)

継続相談 49件 総計 133件(歯科 5件))を行ったと報告された。 

 

 



６．講演会・研修会等について                 *は共催・協賛等 

柵木会長より、下記の№1～№3の本会主催の講習会・研修会等は一括報告とすると

発言された。 

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 10/23(水) 社保集団指導講習会並びに医療安全説明会 229名 
加藤(豊)理事 

岡本理事 

2 *10/26(土) 
日本医師会生涯教育講座【精神科】 

〃     【皮膚科】 

6名 

18名 

田那村理事 

河村理事 

3 10/27(日) 
医療事故調査制度コーディネーター養成研

修会 
37名 

渡辺理事 

髙橋理事 

  

【行政、その他関係団体等会議について】 

７．支払基金審査運営協議会〔10/16(水)〕について 

(支払基金主催：欠席のため資料提供)              

   大石副会長より、愛知県における医科の診療報酬確定件数と金額について報告さ

れた。 

 

８．東海北陸地方社会保険医療協議会愛知部会〔10/28(月)〕について 

(東海北陸厚生局主催：東海北陸厚生局)          

大石副会長より、10月の保険医療機関・保険薬局の医科では、新規 11件、開設

者変更 9件、移転・その他 6件であったと報告された。 

 

９．衛生検査所精度管理事業検討会議〔10/28(月)〕について 

(愛知県主催：愛知県自治センター)          

春原理事より、愛知県の衛生検査所精度管理事業の説明がなされたこと、また、

令和 5年度精度管理事業の結果および令和 6年度精度管理事業の実施状況につい

て報告されたことが報告された。 

 

１０．医歯薬連携による糖尿病重症化予防事業有識者委員会(WEB会議)〔10/25(金)〕に

ついて 

(㈱三菱総合研究所(愛知県事業受託先)主催：WEB開催)  

  髙橋理事より、医歯薬連携プログラム導入・計画策定支援および好事例集作成の

進捗状況の報告について、効果検証手法 WGの開催報告について、情報提供書の更

新について活発に議論が行われたと報告された。 

 

１１．愛知県周産期医療協議会(WEB 会議)〔10/25(金)〕について 

(愛知県主催：WEB開催)                

山室理事より、地域周産期母子医療センター総括(医療統計)を令和 7年度(令和 6

年度実績)から開始することが決定したこと、2025年の RSウイルス抗体製剤の投



与開始月は 3月からとし、終了は愛知県感染症情報の定点「0.4」未満となった時

点とすることが承認されたこと、愛知県リエゾン(周産期)は現在 13名登録、新規

研修受講者を募集することが検討されたと報告された。 

 

１２．慢性腎臓病(CKD)対策協議会普及啓発専門部会(WEB 会議)〔10/22(火)〕について 

(愛知腎臓財団主催：WEB開催)           

小林理事より、令和 7 年 3 月 11 日(土)に開催予定の「世界腎臓デー2025 全国キ

ャンペーン」講演会について、講演内容、担当講師、周知方法等の検討がなされ

たと報告された。 

 

【その他事項について】 

１３．その他 

 



以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

令和６年１０月３１日 

 


